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１ 計画地の位置・地区の概要
本地区は、 地下鉄白金高輪駅に近接し 、 住宅を中心と し た土地利用と 商業・ 業務機能が共存し ていま

す。 白金高輪駅周辺では、 周辺開発が進むほか、 品川駅につながる都市高速鉄道第７ 号線の分岐線の計
画が示さ れるなど、 まちの様相が大きく 変化し ています。

そのよう な状況の中、 本地区内の地下鉄駅出入口周辺では、 地下鉄と 公共駐輪場の利用者動線が入り
組んでいるなど、 駅を中心と し た公共交通の利便性に課題を抱えています。 また、 緊急輸送道路の沿道
建物の耐震化が進まず防災上の課題を抱えているほか、 まと まっ た緑やオープンスペースが不足し てい
るなど、 駅周辺にふさ わし い健全で合理的な土地利用が図ら れていない状況と なっ ています。

港区まちづく り マスタ ープラ ンでは、 駅周辺など交通利便性の高い地域を、 地域の生活拠点の形成を
誘導する地域と し ています。 また、 白金高輪駅東部地区まちづく り 構想では、 駅周辺エリ アにおいて、
地域の拠点と し ての交通結節機能の強化、 職住近接の都心生活を実現する多様な用途による駅前拠点の
形成、 地域に親し まれる緑やオープンスペースの整備による利便性・ 安全性の高い駅前複合拠点の形成
を方針に示し ています。

こ のよう な背景を踏まえ、 本地区は、 敷地の集約化と 道路の再編を一体的に行う 街区再編を推進する
と と も に、 地下鉄駅出入口の新設及び地下鉄連絡通路等の整備による駅へのアク セス性向上と 交通結節
機能の強化を図り ます。 また、 定住性の高い良質な居住機
能を中心と し た商業、 生活利便等の多様な都市機能の集積
と 緑やオープンスペース、 防災施設等の整備により 、 駅前
複合拠点にふさ わし い安全性の確保・ 快適で利便性の高い
複合市街地の形成を図り ます。

６ 建築物の概要（予定）

２ これまでの主な経緯
平成25年5月 まちづく り 協議会設立
平成27年3月 まちづく り ビジョ ン登録
平成28年2月 まちづく り ルール認定
平成28年8月 準備組合設立

５ 整備イメージ

３ 今後のスケジュール（予定）
令和8年度 都市計画決定 令和11年度 着工 
令和9年度 組合設立認可 令和16年度 し ゅん工

７ 整備する公共施設等

容積率の最高限度 約990％

敷地面積 約4, 350㎡

延べ面積 約68, 000㎡

居住機能／商業機能
／生活利便機能

地下鉄連絡通路の新設／駅前歩行者広場の新設
／地下鉄連絡広場の新設／区画道路の改築及び
歩道新設／無電柱化の実施／バス停留所の移築

地下鉄駅出入口の新設／公共的駐輪場の移転拡大
／放置自転車一時保管所の移転拡大
／自転車シェアサイクルポートの新設

＜再開発の基本方針＞

４ まちづくりの目標と取組方針

(3)定住性の高い良質な居住機能を中心とし
た、商業、生活利便等の多様な機能の集積

(1)駅まち一体の都市基盤の整備

(2)地域の拠点としての交通結節機能の強化

(4)防災拠点としての災害対応力の強化

〜白金高輪駅東側の地域の新たな駅前となる複合拠点の形成〜
老朽化建物の一斉更新と 併せて地下鉄駅前に

ふさ わし い都市機能の強化と 道路等を一体的に
整備し ます。

一時滞在施設・防災備蓄倉庫の整備
／地域のための防災備蓄倉庫の整備
／マンホールトイレの設置 など

白金高輪駅前東地区の街づくりについて

主要用途 住宅、 店舗、 駐輪場等

最高高さ 約160ｍ

階数 地上42階、 地下３ 階

種類 名称 幅員 延長 面積 備考

主
要
な
公
共
施
設

道路
駅前歩行者広場 ― ― 約640㎡ 新設

地下鉄連絡通路1号 3. 0ｍ 約120ｍ ― 新設（ 地下レ ベル）

その
他の
公共
空地

地下鉄連絡広場 ― ― 約580㎡ 新設（ 地上・ 地下レベル、昇降機含む。）

地下鉄連絡通路２ 号 3. 0ｍ 約90ｍ ― 新設（ 地下レ ベル、 昇降機含む。 ）

地
区
施
設

道路 区画道路 8. 0ｍ 約120ｍ ― 一部拡幅

その
他の
公共
空地

広場 ― ― 約200㎡ 新設

歩道状空地１ 号 2. 5ｍ 約100ｍ ― 新設

歩道状空地２ 号 2. 0ｍ 約180ｍ ― 新設

■都市基盤整備等の取組イメージ

■位置図

■公共施設等イメージ

■施設構成
イメージ■全景

イメージ

その他
公共的駐輪場 駐輪台数： 約310台 移転拡大

放置自転車一時保管所 収容台数： 約330台 移転拡大

出典： 東京都縮尺1/2, 500地形図（ 令和7年度版） を 加工し て作成

出典： 東京都縮尺1/2, 500地形図
（ 令和7年度版） を 加工し て作成

出典： 東京都縮尺1/2, 500地形図（ 令和7年度版） を 加工し て作成
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白金高輪駅前東地区の街づくりについて
基本方針(1) 駅まち一体の都市基盤の整備

駅を中心とした公共交通の利便性の課題を解決し駅前の拠点性を高めるため、地下鉄連絡通路の整備と併せて、駅前を象徴する駅まち空間や良好な周辺道路環境を形成し、
駅前にふさわしい土地利用を支える都市基盤を整備する。

地下鉄利用者の利便性の向上と駅へのバリアフリー
の充実を図るための地下鉄連絡通路の新設
（既設駐輪場の一部改修を含む。）

１
■整備イメージ（B3Fレベル）

・ 計画敷地の北側及び南側の２ か所に地下鉄駅出入口を新設

・ 幅員： 3. 0ｍ

・ 地下鉄連絡通路の将来サービス水準Ａ を確保

【 地下鉄連絡通路（ 道路下の部分） について】

・ 道路下にある既設駐輪場の躯体の一部を活用（ 躯体と の接続、 自転車ラ ッ ク

の撤去による通行空間の確保、 駅と の連結部分の拡幅）

・ 地域の生活を支える重要施設であるこ と から 「 区道」 と し て整備し 、 地下鉄

利用者の利便性の向上を図る

駅前としての開放性とにぎわいを備え、周辺市街地との結節機能を高める
ための地下鉄連絡広場の新設２ 白金一丁目及び三田五丁目方面との結節機能の強化と地域住民や公共交通

利用者の滞留など交通機能の充実を図るための駅前歩行者広場の新設３

・ 面積： 約640㎡

・ 白金一丁目及び三田五丁目方面と の結節機能と し て、

地域住民の日常生活の移動を支える広場と し て整備

・ 歩行者通行環境の改善と 自動車・ 自転車交通の円滑

性の向上のため、 魚籃坂下バス停留所４ 番のり ばを移築（ 隣接する駅前歩行者広場と 一体で待

合等の歩道空間を確保）

■駅前歩行者広場イメージ■地下鉄連絡広場イメージ

・ 面積： 約580㎡

・ 地下鉄利用者の通行・ 滞留の

場と なると と も に、 周辺市街

地と の結節点と し て、 当地区

の買い物客や居住者、 地域の

生活する人の憩い・ 集いの場

の広場と し て整備

■整備イメージ

その他の取組（区画道路の改築及び歩道新設、無電柱化の実施）４
・ 計画地南側の区画道路（ 特別区道第301号線） について、 安全で快適な通行空間を形成するため、

道路の整形化（ 幅員８ ｍ） と 併せて対岸側へ歩道を新設

・ 計画地内の区道及び計画地東側の都道について、 災害時の安全性を高め、 快適な歩行空間の

確保や良好な街並みの形成を図るため、 無電柱化を実施

■整備イメージ
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白金高輪駅前東地区の街づくりについて
基本方針(2) 地域の拠点としての交通結節機能の強化

生活の基盤となる多様な交通手段の充実を図るため、地下鉄出入口の新設と併せ、駐輪場やシェアサイクルポートなどを整備し、地域の拠点としての交通結節機能の強化を図る。

駅２番出入口の混雑緩和と地下鉄利用者の利便性を高める
ための地下鉄駅出入口の新設
（計画敷地の北側及び南側の２か所）

１

・ 駐輪場の機能拡大

【 従前】 215台（ 既設駐輪場内215台）

⇒【 従後】 約310台（ 既設駐輪場内110台＋再開発ビル内200台）

■整備イメージ

安全で快適な自転車利用環境の形成に寄与するための
公共的駐輪場の移転拡大２

・ 収容台数： 330台

・ 放置自転車一時保管所の機能拡大

【 従前】 150台

⇒【 従後】 約330台

・ 再開発ビル内に荷捌きスペースを設けるこ と で、 荷捌き 車両の直接乗入れが

可能

区内の放置自転車対策に寄与するための
放置自転車一時保管所の移転拡大４

・ 収容台数： 10台

地域交通の利便性を高めるための
自転車シェアサイクルポートの新設３
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駅前の都心生活を支えるとともに、
魚らん商店会のにぎわいの向上に資する
商業機能の導入
◆ 通勤時や帰宅途中の立ち寄りやすく、
多様なライフスタイルに対応できる店舗の整備

（ 例：日用品などの生活必需品を補えるミニスーパーなど）
◆ 駅前をただの通過点とせず、住民同士が交流、
まちを訪れた人が過ごせる店舗の整備
（ 例：飲食店など）

・ 駅とのアクセス性や２階も含めた店舗回遊性、
魚らん商店会のにぎわいの連続性に配慮した計画
とする。

従前の居住機能を確保しつつ、職住近接による都心生活の推進に資する
多様な居住ニーズに対応した定住性の高い良質な居住機能の導入

◆従前の居住機能の継続に配慮した住宅（権利者住宅）の整備
◆長寿命化された質の高い住宅（長期優良住宅）の整備
◆上記長期優良住宅の一部を子育てに適した質の高い住宅（こどもすくすく住宅（セレクトモデル））の整備
・ ファミリー世帯のライフステージに合わせた豊かな住生活を確保するため、多様な規模の住宅を確保する。
・ 多様な住まい方や働き方に対応した住生活を確保するためのワーキングスペース、習い事や地域交流の場などの

建物共用部の充実を図る。

子育て環境の充実や住民同士の交流・活動の促進など、
生活利便の向上に資する施設の導入

白金高輪駅前東地区の街づくりについて
基本方針(3) 定住性の高い良質な居住機能を中心とした、商業、生活利便等の多様な機能の集積
従前の居住機能を確保しつつ、職住近接による都心生活を支える誰もが安心して暮らせる魅力ある住宅・住環境の形成及び魚らん商店会のにぎわい向上を図るため、土地の合理的かつ
健全な高度利用により、多様な機能が高度に集積した安全で快適な複合市街地の形成を図る。

導入機能の方針

①居住機能 ②商業機能

・ワーキングスペース、習い事、地域交流の場などとして使える多目的スペースなどが複合
した施設を整備する。

・地下鉄連絡広場に面した配置とし、駅前のにぎわいの向上にも寄与する計画とする。

■施設構成イメージ

■イメージ図

■イメージ図

ミニスーパー 飲食店

集会室
ワーキングスペース・
学習室

習い事やリスキリング
のスペース
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白金高輪駅前東地区の街づくりについて
基本方針(4) 防災拠点としての災害対応力の強化

■防災施設の整備イメージ

緊急輸送道路沿いの高経年マンション含む老朽化建物の一斉更新による災害に強い住まいづくりを推進するとともに、帰宅困難者のためのエリア防災に取り組み、地域の防災拠点として
の災害対応力の強化を図る。

災害時の帰宅困難者を受け入れるための
一時滞在施設／防災備蓄倉庫の整備１

町会及び周辺避難所の物資等を保管するための
地域のための防災備蓄倉庫の整備２

災害時における迅速なトイレ機能を確保するための
マンホールトイレの設置３

その他の取組４
・ 大規模災害時における自立性確保の計画

⇒本建物利用者用の防災備蓄倉庫： 都市開発諸制度の規定の取扱い指針に基づき整備

⇒非常用発電設備： １ 基（ 出力400kW以上）

環境負荷低減に資する取組

・ 建築物の環境性能については、 都市開発諸制度における誘導水準のＢ Ｅ Ｉ 値及び外皮平均熱貫流

率の確保、 電気の再エネ化率は太陽光発電設備による活用等により 誘導水準（ 住宅50％以上、 非

住宅100％） の確保

・ エネルギーの需給調整の最適化を可能と するため、 都市開発諸制度における誘導水準におけるエ

ネルギーマネジメ ント （ 最大需要電力の把握、 ディ マンド 制御及び需要調整等） の導入

・ 当地区の解体工事及び新築工事における建設副産物の発生抑制や再利用の推進

・ 雑用水利用について、 水の有効利用と 雨水浸透の検討

・ Ｅ Ｖ 及びＰ Ｈ Ｅ Ｖ 用充電設備の整備の検討

・ 低炭素化への取組と し ての「 ZEH-M Or i ent ed」 の採用

一時滞在施設【 1F】
約78㎡（ 収容人数約47人）

一時滞在施設【 B1F】
約87㎡（ 収容人数約53人）

防災備蓄倉庫（ 地域用）
【 B1F・ B2F】

防災備蓄倉庫
（ 一時滞在施設用） 【 2F】

■環境負荷低減に資する取組イメージ

ZEH-M Or i ent edの採用

再エネ発電設備の設置
（ 太陽光発電設備等）

EV及びPHEV用充電設備
の設置

環境配慮のためのエネル
ギーマネジメ ント の導入

環境配慮のためのエネル
ギーマネジメ ント の導入

住宅

店舗等

駐車場等

マンホールト イ レ
【 地上部】
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